
　
経
常
収
支
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
が
前
年
度
よ
り
改
善
し

た
要
因
は
。　

経
常
収
支
比
率
は
、
退
職
者
の
減
少

に
伴
う
人
件
費
の
減
少
、
実
質
公
債
費

比
率
は
、交
付
税
に
算
定
さ
れ
る
公
債
費
の
増
加
、

標
準
財
政
規
模
の
増
大
、
将
来
負
担
比
率
は
、
地

方
債
、
退
職
手
当
見
込
み
額
の
減
少
、
基
金
残
高

の
増
加
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　
合
併
以
前
に
比
べ
地
方
交
付
税
が
減

少
し
た
理
由
は
。

　
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
地
方
へ
税

源
移
譲
さ
れ
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
地
方
交
付
税
の
減
少
分
を
職

員
数
や
給
料
、賃
金
の
削
減
で
補
っ
て
い

く
の
か
。　

将
来
的
に
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

中
で
、
定
員
適
正
化
計
画
を
含
め
、
行
財

政
改
革
、事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
尾
道
市
と
類※
似
都
市
の
個
人
市
民
税

と
法
人
市
民
税
の
割
合
は
。

代
表
監
査
委
員
に
対
す
る
質
疑

決
　
算
　
全
　
般

問答 　９月定例会・10月臨時会で提案された平成25年度決算

認定議案については、議長及び議会選出監査委員を除く

30名の委員で構成する決算特別委員会（委員長：杉原孝一

郎　副委員長：二宮仁）を設置し、慎重審査を行いました。

　審査の結果は、12月2日の本会議で報告し、討論、採

決の結果、16議案を全て認定しました。

問答

問答

（単位：万円）

平成25年度

会　　計　　名 歳入額 歳出額

一　般　会　計 6,075,126 5,944,261

特
　
別
　
会
　
計

港 湾 事 業 19,671 18,786

国 民 健 康 保 険 事 業 1,812,166 1,767,040

千 光 寺 山 索 道 事 業 27,995 27,988

駐 車 場 事 業 14,288 14,288

夜 間 救 急 診 療 所 事 業 21,690 21,690

公 共 下 水 道 事 業 167,054 167,054

介護保険事業
（保険事業勘定） 1,553,745 1,553,241

（介護サービス事業勘定） 1,576 1,525

漁 業 集 落 排 水 事 業 1,823 1,823

救 護 施 設 事 業 22,679 22,679

特定環境保全公共下水道事業 18,458 18,458

農 業 集 落 排 水 事 業 3,173 3,173

渡 船 事 業 3,202 3,202

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 205,956 201,762

合　　　計 3,873,476 3,822,709

会計名
収益的収支 資本的収支

収入 支出 収入 支出

水道事業会計 424,892 412,218 63,726 162,225

病院事業会計 1,469,744 1,368,825 38,004 159,858

（単位：万円）

　
尾
道
市
は
個
人
市
民
税
75
％
、
法
人
市

民
税
25
％
、
類
似
都
市
は
個
人
市
民
税

82
％
、
法
人
市
民
税
18
％
で
あ
る
。
類
似
都
市
は
、

比
較
的
衛

※
　

星
都
市
が
多
い
た
め
、
尾
道
市
よ
り
給

与
所
得
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
個
人
・
法
人
市
民
税
の
減
収
要
因
と

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
影
響
は
。

　
個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
納
税
義
務

者
及
び
所
得
の
減
少
、
法
人
市
民
税
は

税
制
改
正
に
よ
る
法
人
税
割
の
引
き
下
げ
や
企
業

の
業
績
が
全
体
的
に
回
復
し
な
い
こ
と
が
要
因
と

考
え
て
お
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
影
響
は
な
い
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。

　
使
用
料
の
決
算
審
査
を
す
る
上
で
、

公
共
施
設
白
書
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
白
書
策
定
に
は
、
所
管
課
が
管
理
し

て
い
る
施
設
等
に
つ
い
て
デ
ー
タ
の
精
緻

化
が
必
要
で
あ
り
、
ま
ず
そ
れ
に
つ
い
て
取
り
組

み
た
い
。　

本
庁
の
職
員
数
が
減
少
し
て
い
る
理
由

は
。

　
定
員
適
正
化
を
念
頭
に
臨
時
職
員
・

嘱
託
職
員
や
再
任
用
で
短
時
間
職
員
の

活
用
が
可
能
な
職
場
や
業
務
委
託
が
可
能
な
職

場
に
つ
い
て
、
職
員
数
を
減
ら
し
て
い
る
。

　
新
た
な
自
主
防
災
組
織
結
成
の
有
無

並
び
に
自
主
防
災
組
織
率
は
。

　
平
成
25
年
度
は
、
新
規
に
１
件
の
結

成
が
あ
り
、
組
織
率
は
平
成
25
年
度
当

初
で
約
46
％
で
あ
る
。

一
般
会
計
歳
入

問答

問

答問答問

平
成
25
年
度 

決
算
を
認
定
し
ま
し
た
！

平
成
25
年
度 

決
算
を
認
定
し
ま
し
た
！

平
成
25
年
度 

決
算
を
認
定
し
ま
し
た
！

答

※類似都市とは…人口規模や産業構造により分類し、その中で同じ類型に属する自治体
※衛星都市とは…大都市の周辺に位置し、都市として独自の機能をもちながら、大都市の機能の一部を分担する中小都市

決
算
特
別
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
・
答
弁

問答

総
務
費
関
係

一
般
会
計
歳
出
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児
童
虐
待
に
関
す
る
新
規
相
談
件

数
が
増
加
し
て
い
る
理
由
は
。

　
警
察
が
受
け
付
け
て
い
た
家
庭
内

暴
力
に
よ
る
心
理
的
虐
待
を
児
童
相

談
所
へ
通
報
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
直
接

的
な
要
因
と
考
え
て
い
る
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
目
的
、

設
置
率
は
。

　
保
護
者
が
昼
間
不
在
の
児
童
の
う

ち
、
低
学
年
を
対
象
に
、
遊
び
と
生
活

の
場
を
提
供
し
て
心
身
の
健
全
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
設
置
率
は
72
％
で
あ
る
。

　
太
陽
光
発
電
を
と
り
ま
く
状
況
と

補
助
金
交
付
事
業
の
現
状
は
。

　
電
力
の
買
い
取
り
価
格
、
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
の
価
格
が
下
が
り
、
補
助
対
象

外
の
全
量
買
い
取
り
へ
移
行
す
る
状
況
の
変
化

か
ら
、
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
消
費
税
の
駆
け

込
み
需
要
の
影
響
な
ど
で
申
請
件
数
が
減
少
し

た
。

　
緊
急
雇
用
対
策
基
金
事
業
の
概
要

と
成
果
は
。

　
17
事
業
を
実
施
し
、そ
の
う
ち
、企

業
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
で
は
、
新
規

９
人
を
含
む
10
人
が
雇
用
さ
れ
、事
業
終
了
後

は
正
規
職
員
３
人
と
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
１
人
の

継
続
雇
用
に
つ
な
が
っ
た
。

　
過
去
３
年
間
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害

額
は
。

　
平
成
23
年
度
は
６
３
３
４
万
６
千
円
、

24
年
度
は
７
３
０
８
万
円
、
25
年
度
は

４
６
５
９
万
円
で
あ
る
。

　
新
規
就
農
者
に
対
す
る
給
付
金
給
付

事
業
の
内
容
は
。

　
新
規
就
農
者
の
育
成
の
た
め
、
国
か

ら
５
年
間
、
年
１
５
０
万
円
が
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
が
作
成
さ
れ
て

い
る
岩
子
島
と
瀬
戸
田
町
の
45
歳
未
満
の
新
規
就

農
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。

　
水
産
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
と
課
題

は
。

　
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
後
継

者
づ
く
り
は
遅
れ
て
い
る
。

　
流
通
団
地
で
操
業
す
る
会
社
数
と
現

時
点
の
雇
用
者
数
は
。

　
36
社
が
操
業
中
で
約
１
９
０
０
名
が

働
い
て
い
る
。

　
創
業
資
金
利
子
補
給
金
交
付
制
度
事

業
の
内
容
は
。

　
新
規
創
業
者
の
創
業
支
援
資
金
の
利

子
を
２
年
間
補
給
す
る
も
の
で
、
19
件

交
付
し
、
52
名
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
観
光
動
向

調
査
と
比
較
し
て
大
き
く
変
化
し
て
い
る

点
は
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
る
が
、
尾
道

市
以
外
を
加
え
て
周
遊
す
る
傾
向
が
強

く
な
っ
て
い
る
。

　
し
ま
な
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

整
備
主
体
は
。

　
本
四
高
速
が
管
理
す
る
橋
上
部
や
島

内
を
巡
る
周
遊
道
路
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

管
理
主
体
が
あ
り
、
市
は
観
光
協
会
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
協
会
と
協
議
し
た
上
で
決
め
た
整
備
方

針
を
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
へ
伝
え
て
い
る
。

　
災
害
時
に
、
し
ま
な
み
海
道
が
通
行

止
め
に
な
っ
た
場
合
の
緊
急
車
両
の
対

応
は
。

　
過
去
に
天
候
を
原
因
と
し
た
緊
急
車

両
の
通
行
止
め
は
な
か
っ
た
が
、
も
し

あ
れ
ば
、
海
上
保
安
部
と
協
議
し
て
救
急
搬
送

を
お
願
い
す
る
。

　
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
が
宿
泊
や

校
外
行
事
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
保
障

す
る
た
め
に
、
要
綱
を
改
正
し
、
特
別
支
援
員

の
弾
力
的
な
対
応
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
宿
泊
を
伴
う
よ
う
な
活
動
は
各
学

校
で
の
対
応
が
基
本
で
あ
り
、
学
校
だ

け
で
の
対
応
が
難
し
い
場
合
は
柔
軟
に
対
応
す

る
。

　
小
中
学
校
の
耐
震
改
修
工
事
実
施
状

況
は
。

　
平
成
25
年
度
末
の
耐
震
化
率
は
71
・

２
％
で
あ
り
、
引
き
続
き
最
優
先
の
課

題
と
し
て
早
期
の
耐
震
化
完
了
を
目
指
す
。

　
予
算
現
額
よ
り
も
収
入
済
額
が
大
き

い
の
は
な
ぜ
か
。

　
医
療
費
負
担
部
分
に
対
す
る
負
担
金

は
、
予
想
を
上
回
る
額
が
国
か
ら
支
給

さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
平
成
28
年
度
に
接
続
予
定
の
住
宅
団
地

へ
連
結
す
る
ま
で
は
、
現
在
91
億
６
千
万

円
の
市
債
は
増
加
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
か
ら
接
続
し
て
い
く
地
域
か
ら
の

収
入
で
、
横
ば
い
状
態
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
介
護
保
険
事
業
は
計
画
ど
お
り
進
ん

で
い
る
か
。

　
施
設
関
係
の
整
備
が
遅
れ
気
味
で
あ

る
。

　
市
民
病
院
の
純
利
益
が
減
少
し
た
理

由
は
。

　
収
入
面
で
は
、
患
者
数
の
減
少
に
よ
る

診
療
収
入
の
減
少
が
一
番
大
き
い
要
因
で

あ
り
、
支
出
面
で
は
給
与
費
、
消
費
税
ア
ッ
プ
に

よ
る
持
ち
出
し
、
そ
の
他
経
費
が
年
々
増
加
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

　
公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
の
黒
字
が
増

大
し
て
い
る
理
由
は
。

　
一
般
の
病
床
よ
り
単
価
の
高
い
リ
ハ
ビ

リ
棟
が
完
成
し
、
全
体
的
に
入
院
単
価

が
上
が
っ
た
た
め
で
あ
る
。

衛
生
費
関
係

労
働
費
関
係

農
林
水
産
業
費
関
係

商
工
費
関
係

土
木
費
関
係

消
防
費
関
係

教
育
費
関
係

問答問答問答

問答問答問答問答問答

問答問答問答

問答問答問 国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

答問答

民
生
費
関
係

問答

問答

問答公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

病
院
事
業
会
計

問答
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